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論　　文　　の　　要　　旨

　Aを体K上の有限次元多元環とする。1958年にHamb岨g　Abha滅mgに発表された中山の予想は

次の2つの予想と同値であることが指摘されている（太刀川ヨSpringer　LNM（1973））。予想I：

若しH㏄hsch胴cohomo1ogy群Hi（A⑧A）＝O雪i＝1，2、…。が成立しているとすればAは自已

入射環（準フロベニュウス環）になる。予想亙亙：Aを自己入射環とする。A一加群Xに対しラ若しH｛

（Hom。（X，X））＝Oヨi＝1ラ2、…ラが成立しているならばXは射影加群である。この2つの予想

は未解決のまま残されているが雪本論文はAを可換局所多元環と假定して、典型的な3つの場合に予

想Iの肯定的解答を与えることに成功している。

　第1章ではAが正整数の次数付環であれば予想亙の正しいことを証明している（Th．1．3）。証明

の方針はAが次数付の場合にEnd（A①DA）に次数を導入することが可能であることを示し事条件Hi

（A⑧A）三Exti（DAラA）＝Oを利用しWi1s㎝の定理からE鎚（AθDA）の自已入射性、そして

Aの自己入射性を導くというものである。一方事著者はこの証明の隈界を示すため第8章において如

何なる次数（grade）も導入できない多元環の例を挙げている。そして第4章ではこのような非次数

付局所環に対しても予想Iの成立することを示す定理4．3を証明している。一般双列多元環A曹すな

わち条件：（radA）j／（radA）j寺’の組成列の長さ＜2を満す多元環A雪に対して予想Iは正しい。

ただしjは1より大きい任意の整数である。さらに定理4．3においては次の付言すべき事柄を述べて

いる。一般双列多元環Aに対してはAの入射性はi＝亙のcohomo1ogy群Hi（A⑧A）±Oのみより導

かれるということであ一る。すなわち予想Iより強い結果が導びかれている。そして如何なるAに対し
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て条件Hi（A⑧A）＝0からAの自已入射性が導びかれるかという問題が発生する。第5章ヨ第6章は

この問題に関係しており事次の定理5．2および定理6．3が証明されている。

　定理5．2（radA）3＝Oの満たされているAに対しラ若しHi（A⑧A）＝OになればAは自己入射環で

ある。

　定理6．3。人がK〔x，y〕／（x，y）4の準同型像ならば条件Hi（A⑧A）＝OはAの自己入射性を導び

く。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文はAが可換局所環である次の典型的な3つの場合についてHi（A⑧A）＝OならばAが自已

入射環になることを証明している：1）一般双列多元環事2）根基の3乗が零である多元環ヨ3）

2変数多項式環の準同型像で根基の遂乗が零となる多元環。これ等は中山の予想と関連する新しい

知見であり高い評価を与えることができる。証明はsocAが単純でないときA⑧A→Aの核JからA⑧

Aへの準同型でA⑧Aの自已準同型に拡大出来ないものを求めることである。上記いづれの場合もA

の構造に依存して準同型を求める労作でありラ複雑な計算が必要である。したがって，この結果は

第8章で与えられている非次数付局所環の例と共にこの方面の研究に貢献するところ多いといえる

し雪また将来の発展に寄与するところ大きいといえる。

　よってラ著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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